
 

 

 

1．調査概要 

1．1 調査目的 

地方自治体における障害者のスポーツ・レクリエーション活動の実情やニーズを明らかにすることによっ

て、地域における健常者と障害者が一体となったスポーツ・レクリエーション活動の充実方策に資するデ

ータの把握及び分析を行う。 

1．2 調査対象 

47 都道府県及び 1,742 市区町村を対象とした。 

1．3 調査方法及び回収結果 

【調査 1】 質問紙調査 

(1) 調査方法 

記名式の質問紙調査 

回答は、郵送、インターネット、電子メールで受け付けた。 

 

(2) 調査内容 

◆障害者スポーツ担当部署と実施事業について 

  障害者スポーツの主たる担当部署 

  障害者のスポーツ振興に関する事業の実施状況 

  事業実施にあたる協力団体や委託先、対象となる障害種、活用した補助金や助成金 など 

◆障害者スポーツに関する行政計画などについて 

  障害福祉計画における障害者スポーツ記載の状況 

  スポーツの推進に関する審議会等における障害者関係者の就任状況 

  スポーツ振興の指針となる計画における障害者スポーツ記載の状況 など 

◆公共スポーツ施設と障害者について 

  障害者の利用に対する具体的配慮 

  障害者のスポーツ施設の整備に活用した補助事業や助成金 

  指定管理者に対する仕様や要求水準における障害者への対応 など 

◆障害者のスポーツ振興における今後の取組や課題 

 

(3) 回収結果 

回収数は 1,072 件（回収率：59.9％）、うち都道府県 47 件（回収率：100％）、市区町村 1,025（回収率：

58.8％）であった。 

 

(4) 調査期間 

2012 年 8 月 14 日(火)～10 月 31 日（水） 
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【調査 2】 事例調査（ヒアリング調査） 

 

(1) 調査方法 

障害者スポーツ振興体制や事業の実施状況などについて、都道府県・市区町村の障害者スポーツ

担当部署の担当者に対して聞き取りにより調査を実施し、６件の自治体の事例をまとめた。 

 

(2) 調査内容 

主管部署、自治体規模、特徴的な事業（障害者スポーツ大会、障害者スポーツ教室など）の開催実

施状況、関連団体との連携状況、公共スポーツ施設における障害者の利用状況、障害者スポーツに

関する計画の有無など 

 

(3) 調査期間 

2012 年 7 月～2013 年 1 月 
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